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調査概要

(1)調査目的
介護保険事業所を対象に、若年性認知症の利用者の有無等に関する現況を調査することにより、都における
若年性認知症への支援に向けた施策の検討の基礎資料とする。

(2)調査対象
以下の介護保険事業所２，８８５か所（平成２１年６月１日現在）から無作為抽出した４８３か所
ア 介護老人保健施設(老健) ウ 認知症対応型共同生活介護事業所(GH) オ 認知症対応型通所介護事業所(認知デイ)
イ 介護老人福祉施設(特養) エ 通所介護事業所(一般デイ)                   カ 小規模多機能型居宅介護事業所(小規模)

(３)調査方法
自記入式による郵送による

(４)調査期間
平成２１年７月から同年８月まで

(５)回収状況
◇回収数 ３６７か所
◇回収率 ７６．０％

若年性認知症に関する介護保険事業所調査の概要
参考資料2

■ 若年性認知症の利用者の受入れ経験の有無

■ 受入れ人数

■ 若年性認知症に起因する困難の有無

調査結果

■ 若年性認知症の利用者を受け入れるための特別な対応
■ 若年性認知症の利用者から
の利用申込みの有無

■ 利用に至らなかった理由

■ 若年性認知症に起因する困難と考えられること

受入れ経験あり 受入れ経験なし

小規模 6 1.6%

割合
367 100%

21 5.7%

回収数

59

【事業所種別の内訳】

16.1%

49 13.4%

全体

特養
老健

認知デイ

GH 36 9.8%
一般デイ 196 53.4%

なかっ

た,

82.5

(179)

あった,

6.0(13)

無回

答,

1.8(4)不明,

9.7

(21)

n=217

あり,
40.9(150)

なし,
59.1(217)
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％ (n=150) 《凡例》
①スタッフの数を基準より増や

　している

②研修の実施、若年性認知症

　の人へのケア経験者の採用

　など、スタッフのスキル向上

　策を講じている

③物の配置・レイアウトの変更

　など施設の物理的環境を工

　夫している

④その他

⑤特別な対応は取っていない

⑥無回答
① ② ⑤ ⑥③ ④
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％ (n=13) 《凡例》
①本人・家族に利用につい

　ての抵抗感があった

②事業所として、若年性認

　知症の人への対応が困

　難だった

③他のサービスの利用が

　決まった

④利用日・利用時間帯な

　どの条件に折り合いが

　つかな　かった

⑤その他

⑥無回答① ② ⑤ ⑥③ ④
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(n=217)％
《凡例》

①スタッフの配置に余裕がない

②これまでに受け入れた経験がなく、対応上

　のノウハウがない

③若年性認知症の利用者を想定した事業所

　の設備・環境が整っていない

④他の利用者（その家族も含む。）の理解が

　得られない

⑤若年性認知症に適したプログラムがない

⑥周辺症状（BPSD）悪化時の対応が困難

⑦身体疾患発症時の対応が困難

⑧認知症が進行した時の対応が困難

⑨その他

⑩特にない

⑪無回答

① ② ⑤ ⑥③ ④ ⑦ ⑩ ⑪⑧ ⑨
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① ② ⑤ ⑥③ ④ ⑦ ⑩ ⑪⑧ ⑨

《凡例》

①スタッフの配置に余裕がなかった

②それまでに受け入れた経験がなく、対応上

　のノウハウが蓄積されていなかった

③若年性認知症の利用者を想定した事業所

　の設備・環境が整っていなかった

④他の利用者（その家族も含む。）の理解が

　得られなかった

⑤若年性認知症に適したプログラムがなかった

⑥周辺症状(BPSD)悪化時の対応が困難だった

⑦身体疾患発症時の対応が困難だった

⑧認知症が進行した時の対応が困難だった

⑨その他

⑩若年性認知症に起因する困難は、特に

　なかった

⑪無回答


